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■大洗の食文化のひとつ、大洗たらしコンテスト（たらコン）開催！創作たらしのアイデアを競いました

■水上タクシー体験乗船（乗船よねや～下船水辺プラザ）和船から見る涸沼川の風景の魅力、伝説や風情を体験
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新年度予算
130億3，710万4千円130億3，710万4千円

新年度予算
130億3，710万4千円130億3，710万4千円

新年度予算
130億3，710万4千円

会　計　別　予　算　額
事　業　別 金　　額 増減（昨年度比）

一 　 般 　 会 　 計
特 　 別 　 会 　 計
〔会　　計　　別〕
国民健康保険事業
老 人 保 健 事 業
介 護 保 険 事 業
地方卸売市場事業
公 共 下 水 道 事 業
墓 地 事 業
公 平 委 員 会
水 道 事 業
合　　　　計

△16.4％
3.7％

7.6％
3.0％
3.1％
0.0％
0.4％
△2.8％
△59.1％
0.4％
△7.8％

67億5，870万円
62億7，840万4千円

20億8，029万8千円
19億921万1千円

10億3，061万5千円
563万4千円

5億2，700万円
1，454万7千円

749万円
7億360万9千円

130億3,710万4千円

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針

予
算
編
成
の
基
本
方
針
（
施
政
方
針
よ
り
要
約
）

【
歳
入
】

　

町
税
収
入
は
、
定
率
減
税
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
町
民
税
に

お
い
て
は
前
年
度
と
比
較
し
、

４
、０
０
０
万
円
（
６
・
６
％
）
の

増
収
と
な
る
も
の
の
、
原
子
力
事

業
所
に
よ
る
償
却
資
産
の
減
収

に
よ
り
町
税
全
体
で
５
・
７
％
、

１
億
７
、４
０
０
万
円
の
減
収
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
町

税
の
減
収
に
よ
り
、
16
・
７
％
、

９
、２
０
０
万
円
の
増
を
見
込

み
、
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
一
般
財
源
基
金
か
ら

１
億
５
、０
０
０
万
円
を
補
填
い

た
し
ま
し
た
。

　

平
成
の
大
合
併
が
す
す
み
県
内

市
町
村
は
4
月
か
ら
44
市
町
村
に

な
り
、
中
長
期
的
に
は
道
州
制
導

入
に
よ
る
更
な
る
自
治
体
編
成
が

考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
を

取
り
巻
く
環
境
に
お
い
て
も
県
都

中
核
的
都
市
づ
く
り
と
し
て
50
万

人
か
ら
70
万
人
規
模
の
都
市
形
成

が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
期

に
は
合
併
は
避
け
て
と
お
れ
な
い

も
の
と
判
断
し
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
は
徹
底
し
た
効
率
的
な
行
財
政

運
営
を
図
り
な
が
ら
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
立
町
を
目
指
す
当
町
に
お

い
て
は
、
大
洗
港
が
国
に
お
い
て

ク
ル
ー
ズ
ポ
ー
ト
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
客
船

の
誘
致
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
世
界

遺
産
を
も
つ
栃
木
県
日
光
市
と
連

携
し
日
光
の
玄
関
港
と
し
て
客
船

を
誘
致
し
、
地
場
産
業
へ
の
波
及

効
果
を
図
り
ま
す
。ま
た
、リ
ゾ
ー

ト
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
大
洗
の
オ
ー
プ

ン
に
関
連
し
て
商
店
街
の
活
性

化
、
農
・
水
産
業
に
お
け
る
ブ
ラ

施
政
方
針
（
要
約
）

歳　入
6,758,700千円

町税
2,897,306
（42.9）

国庫支出金
710,442
（10.5）

地方交付税
643,000
（9.5）

県支出金
445,802
（6.6）

使用料及び手数料
375,313
（5.5）

町債
314,800
（4.7）

地方譲与税
200,500
（3.0）

地方消費税交付金
203,500
（3.0）

繰入金
224,401
（3.3）
諸収入
294,448
（4.3）

分担金及び負担金
繰越金
財産収入
ゴルフ場利用税交付税
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
寄附金

135,380（2.0）
100,000（1.5）
93,705（1.4）
40,000（0.6）
33,000（0.5）
29,000（0.4）
6,100（0.1）
4,600（0.1）
4,000（0.1）
3,400（0.0）

3（0.0）

歳　入

ン
ド
化
及
び
直
販
等
、
あ
ら
ゆ
る

視
点
か
ら
産
業
振
興
を
す
す
め
、

元
気
な
町
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
す
ま
す
厳
し
い
環
境
が
待
ち

受
け
て
お
り
ま
す
が
、
夢
と
希
望

を
失
わ
ず
い
か
な
る
困
難
に
も
敢

然
と
立
ち
向
か
い
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
町
民
の
皆
さ
ん
が
誇
り
を

も
っ
て
住
め
る
素
晴
ら
し
い
大
洗

町
に
す
る
た
め
全
力
を
つ
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。
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町民の皆さんが ̶̶̶̶̶
誇りをもって住める大洗町に

【
歳
出
】

　

経
常
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

人
事
院
勧
告
の
実
施
に
よ
る
人
件

費
約
３
、５
０
０
万
円
の
減
、
事

務
事
業
の
経
費
削
減
に
よ
る
物
件

費
５
、５
０
０
万
円
の
減
に
取
り

組
む
一
方
、
子
育
て
支
援
や
生
き

が
い
対
策
、
町
活
性
化
対
策
な
ど

の
重
点
分
野
に
配
分
し
、
施
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

　

健
康
へ
の
関
心
度
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
健
康
な
生
活
を
維
持

し
、
併
せ
て
医
療
費
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
元
気
い
き
い
き
事
業
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
年
者
ク

ラ
ブ
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
加
入
促
進
を
行
い
い
き
が
い

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

　

障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を

促
進
し
、
平
等
の
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
住
民
一
人
ひ
と
り
が
障

害
者
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

と
認
識
を
深
め
る
よ
う
啓
発
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
や
進
路
相
談
、
併

せ
て
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
相

談
を
受
け
、
利
用
状
況
策
を
提
供

し
ま
す
。

児
童
福
祉

　

保
育
所
運
営
に
つ
い
て
は
、
共

働
き
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
増

加
に
伴
い
、
入
所
希
望
者
は
増
加

傾
向
に
あ
り
保
育
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
て
き
て
お
り
効
果
的
な
運
営

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
０
歳
児
保
育
・

学
童
保
育
を
始
め
と
す
る
各
種
保

育
に
つ
い
て
も
更
に
充
実
し
て
い

き
ま
す
。

保
健
事
業

　

食
生
活
改
善
推
進
員
連
絡
会
や

各
種
団
体
と
協
力
し
住
民
主
導
に

よ
る
栄
養
改
善
運
動
を
推
進
し
ま

す
。

　

ま
た
、
健
康
増
進
の
た
め
、
い

き
い
き
体
操
の
輪
を
尚
一
層
ひ
ろ

げ
る
と
と
も
に
、
ち
ょ
っ
く
ら
健

康
館
の
開
催
を
増
や
し
、
大
洗
歩

く
会
の
支
援
、
各
種
健
康
教
室
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
訪

問
指
導
を
充
実
さ
せ
適
切
な
指
導

に
努
め
ま
す
。

○老人福祉事業

○障害福祉事業

○児童福祉

○医療福祉

○保健事業

51,865千円

229,702千円

383,054千円

105,606千円

32,063千円

健康・福祉の主な事業

心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち

心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち

心
豊
か
な
や
さ
し
い
ま
ち

一般会計歳入・歳出予算のあらまし単位：千円
（　）内は構成比％

歳　出
6,758,700千円

議会費
予備費
労働費
災害復旧費
諸支出金

96,833（1.4）
5,000（0.1）
33（0.0）
1（0.0）
1（0.0）

農林水産業費
196,894
（2.9）

商工費
311,471
（4.6）消防費

364,080
（5.4）

教育費
630,172
（9.3）

公債費
654,013
（9.7）

衛生費
689,418
（10.2）

土木費
735,079
（10.9）

総務費
1,333,769
（19.7）

民生費
1,741,936
（25.8）

歳　出

施政方針を述べる小谷町長
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○町道及び排水路整備事業

○都市計画道路

　　若見屋平戸線整備事業

○配水設備改良事業

○公共下水道管渠整備事業

161,851千円

121,419千円

83,500千円

159,000千円

都市整備の主な事業

芸
術
文
化

　

先
人
の
文
化
を
継
承
・
保
存
し
、

大
洗
の
歴
史
・
文
化
を
守
り
、
町

民
が
豊
か
な
文
化
・
伝
統
そ
し
て

歴
史
を
尊
び
郷
土
を
愛
す
る
心
を

育
み
な
が
ら
の
保
存
・
活
用
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
の
場
の
創
出

に
も
努
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

　

大
洗
町
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
能
力

を
十
分
に
活
か
し
な
が
ら
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
特

に
女
性
の
パ
ワ
ー
を
活
用
す
る
人

材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

○第一中学校改築事業

○学校施設アスベスト対策事業

○全国生涯学習フェスティバル事業

○情報教育整備事業

○照明設備改修事業

生涯学習の主な事業
88,240千円

13,600千円

7,000千円

26,265千円

118,000千円

の
誘
致
を
図
る
た
め
船
社
へ
の

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
積
極
的
に
実

施
し
ま
す
。
併
せ
て
、
世
界
遺
産

を
有
し
て
い
る
日
光
市
の
海
の
玄

関
港
と
し
て
、日
光
・
大
洗
ク
ル
ー

ズ
船
誘
致
協
議
会
を
設
立
さ
せ
、

国
内
外
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に

も
努
め
ま
す
。

上
下
水
道
事
業

　

計
画
的
に
老
朽
管
を
更
新
し
、

漏
水
防
止
に
努
め
、
管
路
耐
震
性

の
向
上
を
図
り
災
害
時
に
お
け
る

緊
急
避
難
所
の
飲
料
水
の
確
保
対

策
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
認
可
区
域
の
整
備
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
供
用
開
始
区

域
の
み
な
さ
ま
に
下
水
道
接
続
へ

の
理
解
を
求
め
、
下
水
道
事
業
の

経
営
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

ご
み
対
策

　

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
精
力
的

に
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
を
促
進
し
大
き
な
成
果

を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
、
住
民
意
識
の
高
揚
に
努
め
、

リ
サ
イ
ク
ル
分
別
の
細
分
化
を
徹

底
し
再
資
源
の
効
率
化
を
推
進

し
、
ご
み
の
減
量
化
と
併
せ
て
処

理
費
用
の
軽
減
化
に
努
め
ま
す
。

環
境
美
化

　

観
光
立
町
と
し
て
、
ご
み
の
散

乱
防
止
・
不
法
投
棄
な
ど
に
対

す
る
住
民
へ
の
意
識
啓
発
と
地
域

の
環
境
保
全
に
関
る
リ
ー
ダ
ー
養

成
、
国
・
県
・
関
係
機
関
と
の
連

携
を
と
り
な
が
ら
、
快
適
で
住
み

よ
い
、
来
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

道
路
整
備

　

来
遊
客
の
交
通
流
入
増
に
よ
り

渋
滞
が
発
生
し
、
円
滑
な
交
通
に

支
障
を
き
た
し
住
民
の
生
活
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
住
民
の

利
便
性
・
地
域
産
業
の
振
興
を
図

る
う
え
で
早
急
の
整
備
促
進
を
図

り
ま
す
。

港
湾
整
備

　

港
湾
の
利
用
促
進
の
た
め
フ
ェ

リ
ー
貨
客
の
増
進
と
ク
ル
ー
ズ
船

習
活
動
へ
の
参
加
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

体
験
活
動
事
業

　

北
海
道
洋
上
体
験
学
習
事
業
や

異
世
代
交
流
体
験
を
提
供
し
て
い

く
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事

業
、海
っ
子
・
山
っ
子
交
流
事
業
、

サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
事
業
等
、

各
種
事
業
に
つ
い
て
引
き
続
き
創

意
工
夫
の
も
と
推
進
し
て
い
き
ま

す
。ま
た
、各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
洗
海
の
大
学
に
つ
い
て

も
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

誰
も
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
め
る
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
フ
と
地
域
社
会
を
創
る
た
め
、

町
民
が
主
役
の
ク
ラ
ブ
活
動
を
推

進
す
る
た
め
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
設
立
に
向
け
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

幼
児
教
育

　

各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
推

進
、
こ
と
ば
を
介
し
て
親
子
が
心

を
通
わ
せ
る
た
め
の
基
礎
を
育
む

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
乳
幼
児
が

楽
し
く
育
つ
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の

更
な
る
充
実
を
図
り
、
子
育
て
の

支
援
を
し
ま
す
。

学
校
教
育

　

次
代
を
担
う
児
童
生
徒
が
自
主

自
立
の
精
神
を
育
み
、
個
性
と
創

造
性
を
限
り
な
く
伸
ば
し
、
心
豊

か
な
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

併
せ
て
、
生
活
体
験
や
社
会
体
験

を
通
じ
て
勤
労
の
尊
さ
や
奉
仕
の

精
神
を
養
う
教
育
を
す
す
め
ま

す
。

　

ま
た
、
小
学
校
へ
専
属
Ａ
Ｌ
Ｔ

を
配
置
し
本
格
的
な
小
学
校
で
の

英
語
教
育
の
推
進
、
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
確
か
な
学
力
や
豊
か

な
人
間
性
を
育
む
た
め
、
小
中
学

校
の
連
携
を
図
り
実
態
に
応
じ
た

指
導
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

生
涯
学
習

　

生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動
の
場

を
提
供
す
る
全
国
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
10
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
の

間
開
催
さ
れ
、
町
民
一
人
ひ
と
り

の
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
学

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち

人
を
育
む
元
気
な
ま
ち

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

生涯学習フェスティバル（体験コーナー）
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交
通
安
全
・
防
犯

　

交
通
事
故
防
止
対
策
と
し
て
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・
道
路
標
識
・
防

護
柵
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
設

置
、
夜
間
の
事
故
防
止
の
た
め
街

路
灯
設
置
の
推
進
、
関
係
機
関
や

団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
交
通
安

全
思
想
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

民
一
体
と
な
っ
た
防
止
対
策
及
び

大
洗
町
地
域
防
犯
連
絡
協
議
会
・

地
域
自
警
団
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
・

民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を

強
化
し
防
犯
に
努
め
ま
す
。

防
災

　

地
域
の
実
態
に
あ
っ
た
防
災
体

制
を
よ
り
強
化
し
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
防
災
意
識
と
地
域
と
の
連

帯
感
を
も
っ
て
行
え
る
よ
う
す
す

め
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力
施
設
周

辺
の
安
全
確
保
に
は
原
子
力
安
全

協
定
の
円
滑
な
運
用
を
図
り
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

消
防
・
救
急

　

第
９
分
団
詰
所
新
築
及
び
ホ
ー

ス
乾
燥
塔
の
建
設
並
び
に
第
１
分

団
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
建
設
な
ど
設
備

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
常
設

観
光
振
興

　

大
洗
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘

致
及
び
国
際
会
議
の
開
催
等
、
国

内
外
か
ら
の
観
光
客
を
誘
致
し
活

性
化
を
図
り
な
が
ら
国
際
観
光
都

市
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
資
源
の
再
発
見
の
機
会
と

し
て
、
水
上
タ
ク
シ
ー
や
屋
形

船
な
ど
と
、
巡
回
バ
ス
海
遊
号
を

使
っ
た
遊
覧
事
業
な
ど
に
取
り
組

み
、
新
た
な
観
光
回
遊
ル
ー
ト
を

開
発
し
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

展
開
を
図
り
ま
す
。

　

通
年
型
の
観
光
地
を
目
指
し
て

観
光
協
会
と
密
な
る
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
事
業
を
す
す
め
宿
泊
施
設
へ
の

積
極
的
な
温
泉
利
用
の
促
進
を
図

り
、
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
づ
く

り
を
す
す
め
ま
す
。

漁
業
の
振
興

　

漁
業
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た

め
に
、
適
切
な
資
源
管
理
・
漁
獲

管
理
と
あ
わ
せ
て
、
水
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
と
直
売
を
含
め
た
販
売

力
を
強
化
し
消
費
拡
大
対
策
を
す

す
め
ま
す
。

水
産
加
工
業

　

設
備
投
資
、
原
料
魚
の
購
入
の

消
防
の
人
材
の
充
実
強
化
や
救
急

隊
員
の
教
育
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。

た
め
の
制
度
資
金
の
借
り
入
れ
に

対
し
利
子
補
給
に
よ
る
支
援
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
販
路
拡
大
及
び

国
外
低
コ
ス
ト
加
工
製
品
と
の
価

格
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
の
戦
略

等
を
関
係
者
と
一
体
と
な
り
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

米
政
策
大
綱
を
受
け
、
地
域
水

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
応
じ
た
創
意

工
夫
の
も
と
、
生
産
調
整
推
進
対

策
事
業
、
水
稲
農
薬
航
空
防
除
事

業
、
水
田
作
業
の
効
率
化
、
広
浦
・

大
貫
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
農
業
の
６
次

産
業
化
を
目
指
し
、
付
加
価
値
を

つ
け
た
商
品
の
開
発
や
農
産
物
販

路
拡
大
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

商
工
振
興

　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
オ
ー
プ
ン
に
伴

い
、
多
く
の
来
遊
客
が
見
込
ま
れ

る
中
で
、
既
存
商
店
街
へ
の
波
及

効
果
を
高
め
、
活
力
を
生
み
出
す

た
め
の
振
興
策
に
つ
い
て
更
な
る

支
援
を
す
る
と
と
も
に
、
道
の
駅

施
設
整
備
に
向
け
、
関
係
機
関
と

十
分
に
協
議
し
な
が
ら
振
興
を
図

り
ま
す
。

安
心
な
ま
ち

安
心
な
ま
ち

安
心
な
ま
ち

活
気
あ
る
ま
ち

活
気
あ
る
ま
ち

活
気
あ
る
ま
ち

○住み良いきれいな街づくり推進事業

○第1分団ホース乾燥塔及び

　　　　　　9分団詰所改築事業

○斎条管理委託

○原子力防災通信ネットワーク整備事業

生活・環境の主な事業
6,915千円

31,600千円

23,692千円

32,454千円

○海水浴事業

○温泉供給事業

○水産加工業の振興

○生産調整推進対策事業

○病害虫防除対策事業

産業・観光の主な事業
61,169千円

20,797千円

5,100千円

24,072千円

4,343千円

登下校時の児童の安全確保のため立哨

大洗あんこう祭
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〒311-1311  茨城県東茨城郡大洗町大貫町1212-57
　　　　　　　大洗町体験活動交流センター内
TEL 029-266-3322　　FAX 029-267-5417
E-mail umi@anco-oarai.org　　URL http://www.anco-oarai.org

大洗海の大学４月カリキュラム大洗海の大学４月カリキュラム大洗海の大学４月カリキュラム

申し込み方法
　すべてのカリキュラムについて、随時受付
を行っております。
※電話・ＦＡＸ・Ｅメールでお申し込み下さい。
　尚、定員になり次第締め切ります。

「とんぼ玉教室」
内　　容　とんぼ玉とは中心に穴のあいたガラス玉の総称です。海岸に流れ着いたものや貝殻
　　　　　とのコラボを楽しみながら、自分のオリジナル作品を作ることができる教室です。
日　　時　4月9日（日）、4月23日（日）　初心者10：00～15：00、中級以上13：00～15：00
参 加 費　2,000円/1名　材料費込　　集合場所　アウトレット「海賊の館」分校
対　　象　どなたでも参加できます。各1０名
持 ち 物　エプロン

「釣り初心者教室」《磯釣り》
内　　容　大洗の海や川や港での釣初心者教室です。えさの種類、竿の選び方、えさの付け方実際の釣り方など
　　　　　親切丁寧に指導します。
　　　　　今回は大洗の磯釣りです。アイナメ、ククズ、ムラソイなどが期待できます。
日　　時　4月16日（日）9：30～12：00
参 加 費　2,000円/1名（さお、えさ代含む）小中学生は1,000円/1名
集合場所　こどもの城下　無料休憩所（大洗海岸）
対　　象　小学校4年生以上　15名【最小催行人員10名】
持 ち 物　かかとがとめられるサンダルまたは濡れてもよい靴、はさみ、着替え（長袖）、帽子、バケツ、
　　　　　クーラーボックス（持ち帰り用）

「旬の魚料理教室」《鯛料理いろいろ（予定）》
内　　容　その日に大洗で水揚げされた魚を使った料理教室です。漁師料理の専門家がたのしく魚のさばき方を
　　　　　伝授します。出来上がったらみんなで試食。できばえとおいしさを体感します。
　　　　　今回は、鯛料理を予定しております。（その時の漁により、内容が変更になる場合があります。）
日　　時　4月22日（土）14：00～17：00
参 加 費　2,000円/1名　　開催場所　大洗海の大学研修実習室
対　　象　18歳以上どなたでも　20名【最小催行人員10名】
持 ち 物　エプロン

「貝あわせ教室」
内　　容　大洗特産の大ハマグリの貝殻に季節の絵柄を描き、平安の雅な世界に想いをはせる
　　　　　ことができる教室です。毎月1回、継続して受講できる講座です。
日　　時　4月26日（水）13：30～16：00
参 加 費　1,500円/1名（初めての方は2,000円）　　開催場所　大洗海の大学研修実習室
対　　象　18歳以上どなたでも参加できます。【最小催行人員10名】　　持 ち 物　エプロン

「干物作り教室」
内　　容　大洗の魚をさばいて、塩に漬けてから天日干し、約2時間くらいで出来上がります。
　　　　　おみやげとしてお持ち帰りいただけます。自分で作った干物はまた格別の味ですよ。
日　　時　4月29日（土）10：00～15：00
参 加 費　1,000円　　開催場所　アウトレット「海賊の館」分校
対　　象　小学校4年生以上どなたでも参加できます。（小学校3年生以下は保護者同伴）
　　　　　20名【最小催行人員10名】　　持 ち 物　エプロン

「磯あそび」
内　　容　汐のひいた磯で、バッコ（小魚）釣りや磯探検。
　　　　　マイ水族館つくりなどをして、磯を舞台に楽しみます。
日　　時　4月29日（土）9：00～12：00　　参 加 費　1,500円/1名　　開催場所　大洗海岸
対　　象　小学校4年生～中学生または親子（小学校3年生以下の場合は保護者同伴）40名【最小催行人員20名】
持 ち 物　着替え（寒い時のための長袖等）、大きめのタオル、飲み物、帽子、濡れてもよい靴
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介護保険料が変わります
　65歳以上の人が支払う介護保険料額は、介護サービスの給付費の見込みに応じて、3年ごとに改定しま
す。18年度はこの改定の時期にあたります。制度開始6年間で、サービス利用は急速に拡大し、要介護認
定者数は約1.7倍、保険給付額は1.8倍に増大しています。18年度から20年度までの保険料額は、所得
に応じて、現行の保険料を5段階から6段階に細分化し、以下のとおり決定しました。4月から介護保険制
度が改正されますが、その改正内容について、パンフレットを全戸配布しますので、ご覧ください。

所得段階

第1段階

第2段階

第3段階

第5段階

第6段階

第4段階
（基準額）

・生活保護受有者
・町民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者

20,400円
（40,800円×0.5）

20,400円
（40,800円×0.5）

30,600円
（40,800円×0.75）

40,800円
（40,800円×1.0）

51,000円
（40,800円×1.25）

61,200円
（40,800円×1.5）

年間保険料額
（基準額×料率）

世帯全員が町民税非課税課税課税で年金収入額
と所得合計が80万円以下／年の者
世帯全員が町民税非課税課税で第2段階対象者
以外の者
世帯に町民税課税者がいる者

本人の｢合計所得額｣
200万円以上

200万円未満

本人が町
民税非課
税者

本人が町
民税課税
者

問合せ／福祉課介護保険係（内線155）

対　　　象　　　者

障
害
者
自
立
支
援
法
が

　
　
　
　
　
　

 

施
行
さ
れ
ま
す

　

現
在
、
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
は
障
害
の
種
類
や
年
齢

に
よ
り
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
障
害
者
自

立
支
援
法
の
成
立
に
よ
り
、

ど
の
障
害
の
人
も
共
通
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
各
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
の
費

用
の
う
ち
、
原
則
１
割
が
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
世

帯
の
所
得
等
に
応
じ
て
月
額

上
限
が
決
め
ら
れ
、
負
担
が

重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

○
介
護
給
付

　

障
害
程
度
が
一
定
以
上
の
人
に
、
生
活
上
ま
た
は
療

養
上
の
必
要
な
介
護
を
行
い
ま
す
。

○
訓
練
等
給
付

　

身
体
的
ま
た
は
社
会
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
、
就
労
に
つ
な
が
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
自
立
支
援
医
療

　

更
生
医
療
、
育
成
医
療
、
精
神
通
院
医
療
制
度
に
お

い
て
、
障
害
の
種
別
や
年
齢
に
よ
っ
て
手
続
や
利
用

負
担
額
が
違
っ
て
い
た
も
の
が
、
統
一
化
さ
れ
ま

す
。

○
補
装
具
費
の
支
給
（
平
成
18
年
10
月
か
ら
実
施
）

　

義
肢
、
義
眼
、
補
聴
器
、
車
椅
子
な
ど
の
購
入
又
は

修
理
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
地
域
生
活
援
助
事
業
（
平
成
18
年
10
月
か
ら
実
施
）

　

障
害
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
支
援
事
業
、
手
話
通
訳
者
等
の
派
遣
、
日
常
生

活
用
具
の
給
付
又
は
貸
与
、
移
動
支
援
事
業
な
ど

※

各
種
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
段
階
的

　

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
内
線
１
５
２
）
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町 長 公 室

総　務　課

福　祉　課

農林水産課

健康増進課

消 防 本 部

新所属課 職　名 前所属課 職　名

石井　孝夫

小野瀬一弘

白土　芳夫

雨澤　庸夫

小松崎　忠

高瀬　好典

高橋　正彦

室　　　長

課　　　長

課　　　長

課　　　長

消　防　長

町 長 公 室

町 長 公 室

農林水産課

総　務　課

健康増進課

福　祉　課

町 長 公 室

企画調整係長

課　　　長

主査兼文書法制係長

課　　　長

福祉専門担当主査

室　　　長

まちづくり推進
専門担当主査

まちづくり推進専門担当
主査兼企画調整係長

行政改革推進室長兼
行政改革専門担当主査

氏　名

○課長級

総　務　課

財　務　課

税　務　課

福　祉　課

都市建設課

地籍調査課

上下水道課

農林水産課

学校教育課

生涯学習課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

小松崎一寿

江橋　浩司

荒木　充夫

大久保正一

金澤　慶子

鬼澤　　均

舛井　宗敬

栗田　敏行

柳田　雄作

梅原　　弘

石川　安志

細川　　茂

有田　和義

関根　明敏

深作　和利

主査兼総務係長

財 政 係 長

主査兼町民税係長

国保・年金係長

主　　　幹

主　　　幹

技　　　査

地籍調査係長

主　　　査

管 理 係 長

下水道施設係長

主査兼水産係長

主　　　幹

学校教育係長

主　　　幹

総　務　課

財　務　課

上下水道課

学校教育課

福　祉　課

福　祉　課

上下水道課

都市建設課

上下水道課

税　務　課

地籍調査課

農林水産課

農林水産課

福　祉　課

生涯学習課

総 務 係 長

主　　　任

主査兼管理係長

学校教育係長

主任保育士

主　　　任

下水道施設係長

主　　　幹

主　　　査

町民税係長

地籍調査係長

水 産 係 長

主　　　任

国保・年金係長

主　　　任

氏　名

○係長級

町 長 公 室

総　務　課

財　務　課

住　民　課

税　務　課

福　祉　課

生活環境課

都市建設課

上下水道課

農林水産課

商工観光課

出　納　室

学校教育課

生涯学習課

新所属課 職　名 前所属課 職　名

鈴木　純子

猿田　喬子

関根　智樹

小松ゆう子

江沼　政子

橋本　一弘

清水　修平

大川　洋一

田山　　篤

櫻井早代子

前提　時子

清水　里奈

江橋　明美

田山　裕子

長我部ゆみ子

清宮　和之

篠原　宏治

谷田部和之

櫻井　栄司

野口　洋子

加部東和子

松本　京子

岩波　大典

飛田　顕吾

和田　裕志

菅谷　規広

大久保雪子

亀山　真宏

猪瀬　　諭

近藤　礼子

大部　英俊

長谷川　満

本城　正幸

清宮　由香

高柿　禎輝

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

技　　　師

主　　　事

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　事

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

住　民　課

住　民　課

商工観光課

公平委員会

福　祉　課

都市建設課

生活環境課

地籍調査課

税　務　課

税　務　課

総　務　課

町 長 公 室

出　納　室

福　祉　課

総　務　課

総　務　課

生活環境課

農林水産課

都市建設課

生涯学習課

福　祉　課

住　民　課

財　務　課

学校教育課

生涯学習課

税　務　課

福　祉　課

福　祉　課

都市建設課

財　務　課

農林水産課

生活環境課

税　務　課

税　務　課

商工観光課

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

技　　　師

主　　　事

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

主　　　事

主　　　任

主　　　事

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　任

主　　　事

氏　名

○一般職

○新規採用職員

平成18年4月1日付け人事異動

所属課

商工観光課

農林水産課

福　祉　課

新階級職名

消防署第一中隊消防司令補

消防課総務係消防士

職　名

主　　　事

主　　　事

主　事　補

氏　名

飛田　義隆

西秋　哲也

田中　円佳

○消防本部・署
氏名

関　　安雄

秋山　泰教

前階級職名

消防課総務係消防司令補

消防署第二中隊消防士

所　属

消　防　署

○新規採用職員

○平成17年度末退職者

職　名

消　防　士

消　防　士

氏　名

柴　　竜也

清水　勝宏

所属課

消 防 本 部

福　祉　課

公平委員会

生涯学習課

職　名

消　防　長

課　　　長

事 務 局 長

係　　　長

氏　名

石塚　　榮

大貫　正武

谷中　邦男

米川　良男

摘　要

定 年 退 職

勧 奨 退 職

〃

定 年 退 職

は昇格者
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秘書・広報公聴係
男女共同参画推進係

企画調整係

町民税係

財政係

固定資産税係
納税推進係
管理係

生活環境係

施設管理係

生活安全係
国民保護整備計画係

計画開発係

管理係
水道施設係
下水道施設係

営業係

農政係
水産係
商工観光係

マリンタワー
観光情報センター

学校教育係

社会教育係
運動公園施設管理係

総務係
予防係
警防係
第１中隊
第２中隊

出納係

窓口係
社会福祉係
介護保険係
国保・年金係

第一保育所
第二保育所

生活環境課

農林水産課

上下水道課

地籍調査係地籍調査課

健康福祉センター管理係
健康増進係

健康増進課

都市建設課

商工観光課

出　納　室

学校教育課長

生涯学習課長

消防課

消防署

土地開発公社

教育委員会

消防本部

議　　　会

町　　　長

土地開発公社事務局

東茨城郡公平委員会 公平委員会

農業委員会 農業委員会事務局

選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局

監査委員会 監査委員会事務局

議 会 事 務 局

税　務　課

福　祉　課

住　民　課

財　務　課

町 長 公 室

助　役

教育長 教育次長

収入役

体験活動推進係

大貫小学校
祝町小学校・幼稚園
磯浜小学校・幼稚園

夏海小学校・幼稚園
第一中学校
南中学校

消防長 消防次長

総務係
行政改革推進室

まちづくり推進係

管財係

総　務　課

体験活動交流センター

大洗町行政機構図

町行政機構の一部が変わりました

　自治体の自立した経営と変化する行政需要に的確に対応するため、行政改革推進室を設置し、
尚一層効果的、効率的な行政運営を推進します。
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《
東
地
区
》

明
神
町
・
東
光
台
・
一
丁
目
・
二

丁
目
・
汐
見
ヶ
丘
・
仲
町
・
金
沢

町
・
通
町
・
祝
町
・
松
ヶ
丘
・
二

葉
・
新
町
・
和
銅
・
五
反
田

《
西
地
区
》

永
町
・
髭
釜
町
・
桜
道
・
大
貫
町

全
域
・
神
山
町
・
成
田
町

☆
近
所
の
方
の
迷
惑
に
な
り
ま
す

の
で
、
収
集
日
以
外
の
日
に
ご

み
を
出
す
の
は
お
や
め
く
だ
さ

い
。

　

み
な
さ
ん
の
協
力
で
き
れ
い
な

集
積
所
に
。

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　
　
　
　
（
内
線
２
４
３
）

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
平
成
19
年

３
月
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料

は
、
月
額
１
３
、８
６
０
円
に
改

定
さ
れ
ま
す
。
年
金
保
険
料
は
、

平
成
29
年
度
ま
で
毎
年
２
８
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
最
終
的

に
１
６
、９
０
０
円
と
な
る
予
定

で
す
。）
こ
れ
は
、
年
金
を
支
え

る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　

年
金
保
険
料
の
納
付
方
法
は
便

利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
に
す
る
と
、
納
め

忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す
。
手
続
き

は
金
融
機
関
の
窓
口
で
す
。

　

年
金
保
険
料
は
、
前
納
（
１
年

分
・
半
年
分
）
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割

引
に
な
り
ま
す
。
前
納
は
現
金
に

よ
る
納
付
の
ほ
か
口
座
振
替
も
で

き
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
（
内
線
１
６
０
）

開
催
日
／
５
月
３
日･

４
日
・
５

日　

９
時
30
分
〜
15
時

場
所
／
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
前
芝

生
広
場
、
中
央
公
園
野
外
ス
テ
ー

ジ内
容
／
乗
馬
、
ミ
ニ
電
車
、
ふ
ぁ

ふ
ぁ
ド
ー
ム
、お
楽
し
み
抽
選
会
、

大
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
模
擬
店

な
ど

問
合
せ
／
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
３
３
６
６

「
国
民
年
金
保
険
料
」
の

納
付
に
つ
い
て

Ｇ
Ｗ
の
ご
み
収
集
日
程

マ
リ
ン
タ
ワ
ー

Ｇ
Ｗ
春
の
ふ
れ
あ
い
広
場

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

の
ご
み
収
集
業
務
は
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
の
う
え
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

5月1日（月）

2日（火）

3日（祝）

4日（祝）

5日（祝）

可燃ごみ（東地区）

可燃ごみ（西地区）

資源ごみ（東地区）

休み

休み

◆募集の概要
　開催時期／平成18年9月から平成19年1月頃まで
　講習日数／8日間（週2～3回講習を行い、約1ヶ

月で修了します。）
　開催場所／茨城県立健康プラザ
　　　　　　水戸市笠原町993-2  ☎（243）4217
　応募資格／平成18年4月1日時点で満60歳以上の

方（50歳代の方も申込みはできますが、
60歳以上の方が優先となります。）

　費　　用／受講料は無料です。傷害保険料（400
円）、交通費、昼食代等は個人負担です。

◆いきいきヘルス体操
　茨城県立健康プラザ管理者の大田仁史が考案し、

茨城県が普及に取り組んでいる介護予防とリハビ
リテーションを目的とした体操です。特別な器具
は用いずに、立っても座っても寝ても行えるよう
に組み立てられていることが大きな特徴です。
◆いきいきヘルスいっぱつ体操
　症状が軽い人向けの体操で、「虚弱高齢者」や肩
や膝などの運動機関に慢性的な痛みのある人を対
象に、握力強化や腰痛予防の体操などで構成され
ています。

　問合せ／茨城県立健康プラザ介護予防推進部
　　　　　☎（243）4217

　茨城県立健康プラザでは、介護予防のボランティアとして「いきいきヘルス体操」などの指導
を行っていただく「シルバーリハビリ体操指導士」養成講習会を開催しています。
　平成18年度の受講者募集要項を郵送いたしますので、ご希望の方は茨城県立健康プラザ
☎（243）4217 にお申し込み下さい。

「シルバーリハビリ体操指導士」（3級）養成講習会
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日
時
／
４
月
20
日
（
木
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

場
所
／
役
場
3
階
会
議
室

相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員

問
合
せ
／
町
長
公
室

　
　
　
　
（
内
線
２
１
２
）

相
談
日
／
５
月
12
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時　

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
館
日
／

４
月
17
日
（
月
）・
24
日
（
月
）

５
月
１
日
（
月
）・
８
日
（
月
）

　
　

15
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
9
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

16
時
30
分

貸
出
期
間
／
2
週
間（
一
人
3
冊
）

図
書
室

心
配
ご
と
相
談

曜

金

土

日

水

木

土

日

日

21

22

23

26

27

29

14

一　般

一　般

一　般

一般無料

一般無料

大会議室

大会議室

大会議室

ホール

大会議室

10：00

10：00

9：00

14：00

14：00

催　事　内　容
●大洗文化センター●　　　☎266-2442
月

4

5

衣料品展示販売（プリベール）

補聴器の説明相談会（関東補聴器）

補聴器無料相談（あかまつ補聴器）

ダンス発表会（トライオブアクティブスクール）

ばんどう太郎代表取締役　青谷洋治氏公開セミナー

入場方法開催場所開始時間
今 月 の

期
納固定資産税

（第1期）

納期は5月1日までです。

町の人口と世帯
（2月末現在）

人 口 19,155人
 男　　09,514人
 女　　09,641人
世帯数　06,867世帯 
転入　34人  転出　36人
出生　12人　 死亡　29人

水戸市長杯第21回綱引大会参加者募集
　気の合った仲間をさそって、綱引大会に参加してみませんか。市外
にお住まいの方の参加もたくさんお待ちしています。
日時／5月21日（日）午前9時集合
会場／青柳公園市民体育館
　　　チーム構成：1チーム選手8～10名（試合の出場者は8名）、監

督1名、トレーナー1名（チームの人数が10名以内の場合は、
チーム監督、トレーナーが選手を兼任しても可）。

種別／■一般男子（8人の合計体重が600ｋｇ以下）
　　　■一般女子（8人の合計体重が520ｋｇ以下）
　　　■男女混合（男女各4名。8人の合計体重が560ｋｇ以下。一般

男子、女子との重複出場は可）
　　　■小学生（5・6年生。体重制限なし。男女混合も可。監督、トレ

ーナーは成人）
参加料／一般女子・一般男子・男女混合　1チーム3,000円
　　　　小学生の部　　　　　　　　1チーム1,000円
申込締切／5月10日（水）までに水戸市スポーツ振興協会へ
問合せ／水戸市見川町2256　☎243-0111

涸沼自然公園（キャンプ場）
　涸沼のほとりの自然を丸ごとアウトドア施設にした公園です。34.5
ｈａの広さの中には、テントサイト、オートキャンプ場、広場があります
ので、いろいろな楽しみ方ができます。涸沼を一望できる太陽の広場
や渓流のあるせせらぎ広場など、個性もそれぞれです。広い園内の中
には、約1．5ｋｍの散策路があるので、山あり谷ありの起伏を歩きなが
ら、自然を楽しむことができます。
利用期間／4月25日～10月31日
料金／オートキャンプ場（56区画）　　1区画　5,000円
　　　テントサイト（最大100張）　テント1張　2,000円
　　　　　　　　　　　　　　　タープ1張　1,000円
　　　バーベキュー炉（6炉）　　　　　1炉　1,500円
　　　バーベキューのみ　　　　　1人100円（5歳以上）
　　　※入園料200円（5歳～15歳100円）が別にかかります。直

火は禁止です。
問合せ／茨城町役場商工観光課　　☎292-1111（内線221）
　　　　涸沼自然公園管理事務所　☎293-7441
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さ
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４
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